
第２ 本会議の概況 
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【第219回国会（臨時会）】 

内閣総理大臣の指名 

 

 

 
 

令和７年10月21日、衆議院本会議において、記名投票の結果、高市早苗君が内閣総理大臣

に指名された。また、参議院本会議においても、高市早苗君が指名された。 

 

国務大臣の演説及び質疑 
 

令和７年10月24日に高市内閣総理大臣の所信表明演説が衆議院本会議において行われ、

これに対して、11月４日及び５日に各会派の代表質問が行われた。 

 

(1) 高市内閣総理大臣の所信表明演説 

１ 

２ 

【１ 始めに】 

私は、日本と日本人の底力を信じてやまない者と
ひら

して、日本の未来を切り拓く責任を担い、この場に

立っております。 

今の暮らしや未来への不安を希望に変え、強い経

済を作る。そして、日本列島を強く豊かにしていく。

世界が直面する課題に向き合い、世界の真ん中で咲

き誇る日本外交を取り戻す。絶対にあきらめない決

意をもって、国家国民のため、果敢に働いてまいり

ます。 

政治の安定なくして、力強い経済政策も、力強い

外交、安全保障政策も、推進していくことはできな

い。この思いを胸に、日本再起を目指す広範な政策

合意の下、自由民主党、日本維新の会による連立政

権を樹立いたしました。 

さらに、国家国民のため、政治を安定させる。政

権の基本方針と矛盾しない限り、各党からの政策提

案をお受けし、柔軟に真摯に議論してまいります。

国民の皆様の政治への信頼を回復するための改革に

も全力で取り組んでまいります。 

それが国家国民のためであるならば、決してあき

らめない。これが、この内閣の不動の方針です。 

【２ 経済財政政策の基本方針】 

何を実行するにしても、強い経済をつくることが

必要です。そのための経済財政政策の基本方針を申

し述べます。 

この内閣では、経済あっての財政の考え方を基本

とします。強い経済を構築するため、責任ある積極

財政の考え方の下、戦略的に財政出動を行います。

これにより、所得を増やし、消費マインドを改善し、

事業収益が上がり、税率を上げずとも税収を増加さ

せることを目指します。この好循環を実現すること
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